
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.7%

11.3%

8.5%

3.8%

12.3%

35.8%

19.0%

18.5%

49.1%

44.8%

55.0%

59.2%

33.0%

8.0%

17.5%

18.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

授業時間外に、他の学生と一緒に勉強したり、授業内容を話した
りした

教職員に学習に関する相談をした

授業課題のために図書館の資料、文献やWeb上の情報を利用した

目的意識を持って授業に出席した

学習行動

１．まったく
しなかった

２．あまり
しなかった

３．ときどき
した

４．ひんぱんに
した

外国語学部 



 
 

 

 
 
 
  
 

1.0%

.5%

1.5%

1.5%

1.5%

12.3%

14.2%

15.7%

14.2%

25.5%

51.5%

53.4%

58.3%

59.8%

54.9%

35.3%

31.9%

24.5%

24.5%

18.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学生が自分の考えや研究を発表する

授業中に学生同士が議論をする

教員と学生の双方向の授業（質疑、応答）

社会や将来の仕事と結びついた授業

調査データを活用した課題解決に向けた授業

学習機会

１．まったく
なかった

２．あまり
なかった

３．ときどき
あった

４．ひんぱんに
あった

外国語学部 



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.0%

5.1%

23.2%

28.6%

44.9%

51.0%

30.8%

15.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門科目

一般科目

学びの興味・関心

１．あまり
なかった

2. 1～2割ほど
あった

3. 3～4割ほど
あった

4. 5割以上
あった

外国語学部 



 
 

 

 
 
 
 
 
 

5.3%

4.6%

8.6%

2.6%

16.4%

12.5%

25.7%

14.5%

53.9%

46.7%

42.8%

45.4%

24.3%

36.2%

23.0%

37.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ 専門教育または所属学科の授業

Ｂ．ゼミや研究室などの教育内容

Ｃ．課外活動

Ｄ．大学での経験全般

成長実感

１．思わない 2. あまり
そう思わない

3. やや
そう思う

4. 思う

外国語学部 



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

0.0%

1.0%

0.0%

2.0%

4.1%

10.2%

8.5%

16.1%

19.9%

26.4%

64.0%

48.2%

62.8%

53.6%

53.3%

25.9%

42.2%

21.1%

24.5%

16.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門教育または所属学科の授業

ゼミや研究室などの教育内容

大学が求める水準に応えて学習する

将来の仕事と授業の結びつき

オンライン授業

教育内容 満足度

１．まったく
満足していない

2. あまり
満足していない

3. やや
満足している

4. とても
満足している

外国語学部 



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

.5%

3.1%

7.7%

10.7%

8.1%

25.8%

52.6%

46.3%

47.9%

36.2%

42.5%

18.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教員との人間関係

友人との人間関係

課外活動

人間関係・課外活動 満足度

１．まったく
満足していない

2. あまり
満足していない

3. やや
満足している

4. とても
満足している

外国語学部 



 
 

 
 
 

2.1%

20.2%

2.1%

.5%

2.1%

.5%

3.6%
2.6%

.5%

1.0%

6.7%

47.2%

16.5%

10.8%

27.3%

9.8%

7.2%

32.5%

17.0%

10.8%

15.5%

72.7%

28.5%

66.0%

62.4%

58.2%

61.3%

63.9%

46.4%

61.9%

66.0%

60.6%

18.6%

4.1%

15.5%

26.3%

12.4%

28.4%

28.9%

17.5%

18.6%

22.7%

22.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ．文章表現の能力

Ｂ．数理的な能力

Ｃ．社会や経済に関する知識

Ｄ．プレゼンテーション能力

Ｅ．リーダーシップの能力

Ｆ．人間関係を構築する能力

Ｇ．他の人と協力して物事を遂行する能力

Ｈ．コンピュータ操作能力

Ｉ．外国語運用能力

Ｊ．目的を設定し、確実に行動する力

Ｋ．新しい価値を創造する力

卒業時の知識・能力

１．まったく
身につかなかった

2. あまり
身につかなかった

3. 身についた 4. 十分
身についた

外国語学部 



 
 

 

 
 
 
 

5.7%

0.8%

0.80%

0.8%

2.4%

0.0%

2.5%

23.6%

11.4%

17.9%

13.0%

14.6%

19.5%

26.2%

52.0%

58.5%

60.2%

58.5%

52.8%

57.7%

47.5%

18.7%

28.5%

21.1%

27.6%

30.1%

22.8%

23.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ．卓越した外国語運用能力

Ｂ．コミュニケーション能力

Ｃ．問題解決能力

Ｄ．自己表現能力・情報発信力

Ｅ．異文化理解とグローバル人材力

Ｆ．高い倫理観と社会的責任遂行力

Ｇ．専門的な知識・技能と活用力

ディプロマ・ポリシーに定められた学修成果

１．まったく
身につかなかった

2. あまり
身につかなかった

3. 身についた 4. 十分
身についた

外国語学部 



 
総 評：外国語学部 

 

昨年度同様、大半の卒業生が積極的に学び、大学生活に満足して卒業したことが窺えるアンケート結果だった。新型コロナ感染症の影響を

受けた 2年間を経験した卒業生ではあったが、双方向型授業の機会を得られたと感じた割合が昨年度よりも高かった。これは教職員が連携し

て学生一人ひとりの状況把握と必要に応じたサポートを心掛けながら、より効果的で学生が主体となる授業を目指した FD 研修会を通して教

員が自己研鑽に努めた結果だと考える。また、授業に対して興味関心を持って臨めた学生の割合も昨年度より高かった。制限の多い環境でも

積極的な学びを継続したことで、ディプロマポリシーに定められた全項目において、7割以上の卒業生が各能力を身に付けられたと実感した

のだろう。教育内容に対して大半の卒業生が満足していることからも、学部教育が学生のニーズとその目的に合わせて学生の成長を促す機能

を果たしていたと言える。 

しかし今回の結果は、2020 年度からの学内外における行動制限に対して、不満や物足りなさを感じる学生が多かったことも示している。

課外活動やゼミナール、専門教育において、成長を実感できたと回答した卒業生の割合が昨年度に比べて低かった。留学・海外研修が全て中

止となり、インターンシップやフィールドスタディがオンライン化したことなどが大きな要因であろう。また学内においても、学生同士の議

論や学び合いが十分ではなく、友人関係の構築機会に不満を持つ学生も増加したようだ。様々な制限が解除されてきている中で学生のニーズ

や考え方も変化しているが、学生との対話の機会を増やすことで状況を的確に捉え、学生と共により良い環境を作り上げるという姿勢を維持

していきたい。 


